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スポフェスで かつやくするよ 見ていてね 

校長 神野 滋 
 

きたる 10月 22日は、大正なかよしスポーツフェスティバルが開催されます。今まさに、その準備に学年や

ブロックが取り組んでいるところです。徒競走に出る子、リレーで走る子、そして、演技を頑張る子、それぞ

れに自分のもっている力を存分に発揮します。ぜひ、お子様の活躍を見守っていただきたく存じます。 

さて、４月に６年生を対象に実施された令和４年度全国学力・学習状況調査の結果が届きましたので、本校

の結果を分析し課題を見出したいと思います。今回は国語・算数・理科で行われましたが、全国の平均から本

校の児童は６～７％ほど低い結果となりました。国語では、空欄に入る内容として適しているものを選ぶ問題

では、平均を上回ったものの、「したしむ」を「親しむ」と漢字に直す問題や、ある問題の解決方法を考えて文

章で書く問題では、下回っていました。算数では、1050×4を計算したり、割合を分数で表したりする問題で

は、国の平均を上回りましたが、14と 21の最小公倍数を求める問題や果汁の量と全体の量の関係を式や言葉を

使って書く問題は、下回りました。理科でも、実験の結果からわかることを文章で表す問題で、達成率が低か

ったです。今後は、漢字練習や計算練習など基本的な学習を積み上げるとともに、自分の思いや考えを文章に

表現したり、友達に説明したりする学習を積極的に取り入れることが大切と考えました。  

一方で、児童への質問紙では「学校が楽しいですか」や「自分と違う意見について考えるのは楽しいです

か」という質問では、YESと答える児童が全国と比べて多く、「読書が好きですか」「家に本がありますか」とい

う質問でも国の平均を上回りました。「タブレットなどの ICT機器は勉強の役に立つと思いますか」という質問

では、全員が「そう思う」と答えました。しかし、「自分にはよいところがあると思いますか」や「将来の夢や

目標を持っていますか」という質問には、否定的な答えが多く、自己肯定感の低さが見られます。縦割り活動

「なかふれ」の充実や自分や友達の考えのよさ・違いを認め合う道徳学習等を通して、お互いに認め合い高め

合う仲間づくりをしていく必要を感じました。 

2年生から 6年生が行った横浜市学力・学習状況調査も結果が出ました。面談を通して、個人票をお返しした

ところですので、合わせてご覧ください。

全国学力・学習状況調査結果チャート 

点線の円が全国平均です。教科学力はやや 

下回っています。国語や理科への関心は上回っ                 

ています。自己有用感は低いことがわかります。 
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今年度も、子ども達が夏休み中に取り組んだ自由研究・自由工作を体育館に出展し、ピカピカ夏

休み作品展を開催しました。開催期間に、学年を越えて、お互いの作品を鑑賞し合いました。作品

鑑賞には、「この作品すごいね。」「来年は、これに挑戦してみたいな。」という意欲的な声が聞か

れ、充実した時間になりました。 

 先日の朝会では、校長先生からそれぞれの学年の作品を代表で一点ずつ紹介されました。その一

部を掲載します。  

 

１年生では、大きなレモン色のケーキの作品がありました。ケーキの上には、本物のクリームの

ような表現がきれいにうずまいていて、おいしそうなケーキの作品でした。２年生では、ランプシ

ェードの作品がありました。柔らかくきれいな明かりが周囲を照らしていました。３年生では、雑

草図鑑の作品がありました。３１種類の雑草についてていねいに調べてあり、図鑑に表し、世界に

１つの図鑑になっていました。４年生では、ちりめんモンスターの標本がありました。海の中に

は、いろいろな小さな生き物が大きくなろうと懸命に生きていることが分かりました。５年生の作

品では、SLの模型がありました。畑の間を走る様子が細かいところまで表現されている、素晴ら

しい作品でした。６年生では、日本史すごろくがありました。日頃の学習が生きていて、日本の歴

史を分かりやすくたどることができるすごろくになっていました。 

 

 このように、どの作品も個性あふれるすてきな作品になっていて、子ども達が夏休み中に熱心に

取り組んだ成果が体育館中にあふれていました。久しぶりに地域の方やお家の方にも鑑賞していた

だき、子ども達の励みになりました。作品作りは、各ご家庭のご指導・ご協力あってのことと思い

ます。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ピカピカ夏休み作品展 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 新型コロナ感染予防に対応して、これまで多くの行事が見合わせられてきましたが、今年度個別

支援学級では、感染対策に留意しながら近隣（大正中ブロック）の3校（小雀小学校、東俣野小学

校、大正小学校）で相互の社会性向上を図るべく交流会を行うことにしています。今回はその２回

目（９月１４日）です。初回は東俣野中央公園を会場として、公共交通機関の乗り方学習を兼ね

て、バスで出かけ、学校紹介、集会、リレー遊びを行い、今回は、小雀小学校を会場として、３校

で最近耳慣れてきた「ボッチャ」ゲームをチーム戦で楽しみました。 

 子どもたちの生き生きとした活動の様子と発散できた表情を感じることができました。こうした

経験の積み重ねによって自立した感覚を育めたらと願っています。 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様の中で「児童支援専任って何をしてるの？」と思われている方もいるかと思いま

す。ぜひとも児童支援専任について知って頂き、保護者の皆様のお力になれたらと思っています。 

 

＜児童支援専任の役割＞ 

①お子さんの学校生活や学習への相談窓口 

②教育相談窓口 

③お子さんの様々なお悩み相談窓口 

 

 

 

 

簡単に言いますと、お子さんに関する何でも相談窓口となっています。担任が保護者のみなさまに

とって一番身近な先生ですが、それ以外にも「児童支援専任」という役職の教諭がいます。担任に

は伝えにくいといったことでもご相談して頂けたらと思います。何かあれば気軽にご連絡くださ

い。 

児童支援専任より 

個別支援学級 三校交流会 

   

                

やってみるとなんと楽しいゲームだとみんなが

感じた交流会でした。「すごい！じょうず！」な

ど、対戦相手を励ます言葉も聞くことができ、

心が温かくなりました。 



 


